
て
い
く
人
の
学
習
の
場
と
し
て
、

開
講
し
ま
し
た
。

日
程
は
、
よ
り
多
く
の
企
業
が

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
五
日
間
と

し
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
、「
企
業
内
同
和
教
育

の
す
す
め
方
」
や
「
企
業
の
取
り

組
み
事
例
報
告
」
な
ど
を
取
り
入

れ
、
具
体
的
に
企
業
内
で
の
研
修

鳥
取
市
同
企
連
会
員
企
業
で

は
、
こ
れ
ま
で
同
和
問
題
解
決
の

た
め
に
三
〜
五
年
の
推
進
計
画
を

つ
く
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
社
内

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
は
、
そ
の

取
り
組
み
を
指
導
的
立
場
で
進
め

こ
の
よ
う
な
中
、
企
業
の
立
場

か
ら
同
和
問
題
の
早
期
解
決
に
む

け
て
取
り
組
む
鳥
取
市
同
和
問
題

企
業
連
絡
会
（
以
下
、
鳥
取
市
同

企
連
）
で
は
、
会
員
企
業
か
ら
の

要
望
も
あ
り
、
同
企
連
設
立
十
周

年
と
な
っ
た
二
〇
〇
〇
（
平
成
十

二
）
年
度
を
期
に
リ
ー
ダ
ー
養
成

の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、

研
修
会
へ
の
参
加
や
企
業
内
で
の

研
修
会
な
ど
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
行
う
企
業
が
年
々
増
え
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
個
々
の

企
業
に
お
い
て
、
指
導
的
な
立
場

で
研
修
を
進
め
て
い
く
人
の
養
成

が
な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
が
あ

り
ま
す
。
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■リーダー養成講座に出席して、自分自
身の勉強不足と責任の重さを強く感じま
した。会社組織での取り組みは、3年の推
進計画を策定し、社員研修やリーダー研
修を行っています。
今日の討議の中で、各企業の担当者の

みなさんからも意見があったように、今
後は助言者を入れた小グループでの研修
が必要になってきていると思います。
そして、常に差別の現実をよく見て、

会社と自分の問題として認識し考えてい
く必要があります。
最後のまとめで助言者の方が言われた、

同和問題を学ぶではなく、同和問題に学
ぶ、このことに留意してやっていきたい
と思います。

■先日、社内研修を行う前に若い社員か
ら「寝た子を起こさないほうがよいので
はないか」と問われ、その時に研修で教
わったことをもとに話をしたら「なるほ
ど、よくわかりました」と理解してもら
えた。これも、研修の成果だと思います。

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

第1回リーダー養成講座
参加者の感想文から

に
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
内
リ
ー
ダ
ー
同

士
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
自
社

で
の
同
和
問
題
・
人
権
問
題
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
自

信
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

（
商
工
課
）

▽

10月11日
午前 開講式、オリエンテーション、講演「鳥取県における同和問題をめぐる状況」
午後 講演「鳥取市における同和問題をめぐる状況」 ・グループ討議

10月24日
午前 講演「部落解放運動史」（解放令～行政闘争主導時代、部落解放運動に学ぶ）
午後 講演「部落解放運動史」（現状の取り組み今後の流れ） ・グループ討議

11月 1日
午前 講演「鳥取市の同和行政」（現状と課題）
午後 現地研修「差別の現実に学ぶ／隣保館」 ・グループ討議

11月13日
午前 講演「企業と同和問題」
午後 事例発表（企業の取り組み事例発表　2社） ・グループ討議

11月29日
午前 講演「企業内同和教育のすすめ方Ⅰ」
午後 講演「企業内同和教育のすすめ方Ⅱ」 ・閉講式

とっとり市報　⑥


